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の形成に関わる。ここで用いられるヘッジホッグや otd, opa は、ショウジョウバエでは“領域の切り分け”

に用いられており、同じ体節形成でも動物によって遺伝子の使われ方が異なっている点が興味深い。今回は、

オオヒメグモが一度に多数の卵を産み、胚の観察もしやすいという特徴（図１）を生かしただけでなく、顕微

注入によって細胞を標識する技術や遺伝子の働きを局所的に阻害する技術、マイクロアレイによる遺伝子発現

解析技術を活用した。 

 

４４４４．．．．研究成果の意義研究成果の意義研究成果の意義研究成果の意義    

ⅰ）この研究は、空間的周期パターンを生み出すための多様な生物の仕組みの理論的体系化を促すとともに、

生物の、システムとしての進化と多様化を実験と理論の両面から解析するための研究基盤の構築に貢献する。 

ⅱ）動物のからだの反復構造は太古の昔から現在に至るまであらゆる時代の動物に見られる特徴である。今回

の研究成果は、太古の動物が最初どのような仕組みで反復パターンの獲得に成功したのか、そして、その後の

動物がその仕組みをどのように多様化させたのか、を理解することにつながる。 

 

[[[[用語用語用語用語説明説明説明説明]]]]    
＊１＊１＊１＊１

    遺伝子発現の波：遺伝子発現の波：遺伝子発現の波：遺伝子発現の波：    

細胞の中で遺伝子の転写が活性化され、転写産物が生じることを遺伝子発現と言うが、組織の中でその活性化領域が特

定の細胞集団に固定化されずに波のようにダイナミックに位置や形を変える場合、そのような遺伝子発現を波としてとら

えて表現する。 
＊２＊２＊２＊２

    “領域の切り分け”による体節形成：“領域の切り分け”による体節形成：“領域の切り分け”による体節形成：“領域の切り分け”による体節形成：    

比較的広い領域を段階的により狭い領域に切り分けていく体節形成の様式。 
＊３＊３＊３＊３

    “波の振動”による体節形成：“波の振動”による体節形成：“波の振動”による体節形成：“波の振動”による体節形成：    

遺伝子発現の ON/OFF が周期的に繰り返される（振動する）ことによって、新しい波が次から次に発生し、反復パターン

が生み出される体節形成の様式。“波の振動”では既存の波から離れた場所で新しい波が生じるのに対して、“波の分裂”

では新しい波が既存の波から生じることに注意。 
＊４＊４＊４＊４

    オオヒメグモ：オオヒメグモ：オオヒメグモ：オオヒメグモ：    

ショウジョウバエと同じ節足動物であるが、昆虫ではなく、ダニやカブトガニと同じ鋏角類と呼ばれる仲間。人家やコ

ンクリートの建物の外壁によく見つかるクモ種。世界中に広く分布。 
＊５＊５＊５＊５

    ヘッジホッグ：ヘッジホッグ：ヘッジホッグ：ヘッジホッグ：    

拡散性のシグナル分子をコードする遺伝子。多細胞動物に広く存在し、離れた細胞間での情報のやりとりに関わる。 
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図２ オオヒメグモの頭部の反復パターンを生み出す波の分裂 

（波の頂点部に記した数字は波が生じた順番を表す） 

 

図３ 波の分裂を制御する遺伝子の発見 

（赤色の領域で遺伝子の働きが阻害されている） 

 

    

図１ 今回の研究に使われたオオヒメグモ 

（上）雌成体と卵のう 

（下）卵のうから取り出して観察中の卵 


